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＜６月の報告＞ 

６／１２～１４ 広瀬橋地点の流量減少のため、愛宕堰の流量点検と取水状況を視察（上記写真） 

６／１３  河川清掃 （コロナ対策のため中止） 

６／１７  漁協金子組合長と宍戸専務と共に国交省仙台河川国道事務所管理課を訪問し、渇水対策を依頼 

大倉ダムに対し、維持流量放流依頼と関係機関連携による流量確保のお願いをしました。 

＜７月～８月の予定＞   

   ７／５（日）  大橋 「広瀬川とアユを愛でる会」 伊達名誉会長主催（本会協力） 

   ７／７（火） １８：００～宮沢緑地「水辺で乾杯」～笹ながし～（コロナ・厄流し）ぜひご参加を 

７／１１（土）１０：００～ 広瀬橋 橋姫明神前集合 広瀬橋地区河川清掃   

⇒ 実施します （※）マスク、長靴、長袖、長ズボンで参加して下さい。 

 

総会も終え、広瀬川の課題を整理して活動を進めたいと思います。 

今年も６月から急激な減水が発生。広瀬橋地点の流量が毎秒１トンを

切りました。川床が表れ、郡山堰と魚道は日干し状態となり、魚類へ

い死に至るほどの状況です。農業用の取水とバランスの取れた流量調

整が必要です。河川法に定める宮城県策定「河川整備計画」には、最

低流量（毎秒２トン）と記載しています。また、ダム管理規定にも弾

力的運用が規定されており、河川を枯らすことはできないのです。 

６／１７漁協と一緒に、国交省仙台河川国道事務所を訪問し、環境維

持流量の順守を訴えました。その後、若干の改善が見られるものの本

格な改善には、まだ先が遠いようです。 
老朽化の愛宕堰（取水の角落しは危険な作業業） 

７月７日午後６時～「笹舟流し」 

同日午後７時「水辺で乾杯」のご案内 

７月７日は「七夕」の日＆川の日です 

笹舟流しで厄災を流し、元気回復の祈りを込めて 

＜場 所＞ 

 広瀬川河原町１丁目左岸（宮沢緑地） 

交通 地下鉄河原町駅徒歩５分 

コロナ感染に配慮し、ささやかな広瀬川のイベントを開催 

＜内 容＞ 

午後６時から笹舟流し 

午後７時７分水辺で乾杯 

（各自飲物持参・事前申込なし・無料） 

                                     

 

 

 

 

 

会場（広瀬川河原町左岸・宮沢橋下流） 
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